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「多読の効果は長期継続で明らかに」配布資料 

 

 

１. 継続期間の影響と長期継続プログラムの優位性 

豊田高専では、多読プログラムの目的が専攻科修了生の英語力保証だったこともあり、学生の英語

力を企業で広く用いられていた TOEIC で評価してきました。その後（次節で説明します）、高専低

学年生の英語力（大半が 370 点以下）は TOEIC では測定できていないことが分かってきましたが、

2019 年度までは 3年生全員に受験させています。 

 

その結果、短期プログラム（2〜3年継続）では多読授業の有無（および、多読授業時間の長短）の

差を、TOEIC 平均点で示すことはできていません（図 1）。すくなくとも、3年間より短い期間で高

専生の英語力を（TOEIC で評価できる）370 点以上まで伸ばすことには成功していません。短期多読

の効果を否定するものではありませんが、「ここで終えてしまっては、全修了生に TOEIC450 点以上

を保証するという当初の目的を達成できない。」ことは明らかです。 

他方、長期プログラム（6〜7年）では、多読授業追加の効果が 10 年度以上安定して現れており、

専攻科修了までには TOEIC 平均 600 点程度（英語圏に 10 ヶ月留学した本科 3年生平均）で、当初の

目的も達成できています（図 2）。 

また、学生は定期試験で YL4.5 の初見英文 9,000 語を 90 分以内で読み（試験なので、ゆっくり慎重

に読んでいるものの、実際には 70 分程度で読めてしまうことが多い。）、英文回収後に、概要を問

う（日本語の）質問に（日本語で）答えること

ができており、やさしい英文を読んで理解する

力を身につけていると判断できます。 

なお、長期継続の効果は、継続により総読書量

が増えたからとは、必ずしも言えません（図

3）。プログラム中で 100 万語、200 万語読破

時に学生が受験した TOEIC 得点を、多読継続年

数別に群分けしてみると、読書量が同等（100

万語, 200 万語）の場合、2〜3年で（頑張っ

て）読破した学生より、5〜7年かけて（ゆっ

くりペース）で読んだ学生群の方が、TOEIC 平

図 1 ３年生の TOEIC 平均点 1） 

図 3 継続年数の影響 1） 

図 2 専攻科生の TOEIC 平均点 1） 
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均点が明らかに高くなっています。「短期間集中で効果を出そうとして、英文レベルを上げた結

果、英文和訳に頼った読み方に戻ってしまい、たくさん読んでも効果が上がらない」という典型的

な落とし穴に落ちた（真面目な）学生に、（よりやさしい本をしっかり読む）読み方指導を行える

余裕があるのも長期継続の利点です。尚、図 3

のデータでは他の外部要因の影響を排除できて

いませんが、多読プログラムでは継続期間を大

きな要因として設計する必要があると考えま

す。 

また、おおぶ文化交流の社図書館（愛知県）が

行った図書館多読利用者アンケート（図 4）で

も、「話す・使う」に効果を感じたと回答した

利用者は、継続５年以上で初めて出現してお

り、利用者の満足度を高めるためには、多読を

長期継続させることが有益であることを示唆し

ています。 

 

２. TOEIC370 点未満では英語力を測定できていない？ 

Dictation得点と TOEIC 得点の関係を見ると（図 5）、TOEIC370 点以上では、両者の相関が高くな

るものの、TOEIC370 点未満では、Dictation得点に現れる英語力の違いを TOEIC 得点では測定でき

なくなっています。例えば、Student 

Bと Student C の TOEIC 得点は差がな

い（340, 335）が、Dictation得点は

異なり（54, 33）また、両者の答案

も（元の文章を推測できるかどうか

との観点から）大きく異なります。

このことから TOEIC は、370 点未満の

得点領域では学習者の英語力を測定

できていない、すなわち高専低学年

生の英語力評価指標として不適切と

（今では）判断しています。 

 

３．多読・多聴による情報処理ルート 

多くの英語の授業では、学生、生徒は日本語で

意味処理をしており、「英語で考えて」いませ

ん。例えば、英語購読の授業では、英文を和訳

後に（日本語で）意味処理をしています（図 6：

文法・解釈の情報処理ルート）。 

３

） 

図 4 図書館多読利用者アンケートにおける 

多読歴の影響 2） 

図 6 英語コミュニケーションにおける

情報処理の階層と処理ルート 4） 

図 5 Dictation 得点と TOEIC 得点の関係 3） 
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これに対し多読・多聴では、和訳を避けて英語（と絵、音、物語性：背景知識）だけでの内容理解

をめざします。英文を一文ずつ和訳するのでなく、英文から直接意味をとり（和文読書時に日本語

で考えるのと同様に）、読書中は「英語で考える」ことを目指すのです。高専生は、100 万語程度

の多読経験で、（英文がやさしければ）このような読み方に移行しているようです。また、英文が

難しくなり、未知の単語や表現が頻繁に出てくると、日本語が思い浮かんできて、最悪、英文和訳

モードに戻ってしまうことも、多くの多読経験者が体験しています。多読のルートは英文で読書を

楽しむために欠かせないルートです。 

前述の「YL4.5 の初見英文 9,000 語を 90 分以内で読む」ことは、文法・解釈ルートでは難しいと思

いますが、多読のルートなら気楽にできます。翻訳に知的労力を使うこともなく、物語の展開を追

っていくだけですから、（頻繁に行うのでなければ）試験に使っても多読を阻害することは少ない

でしょう。ただし、初見英文の Reading試験は時間がかかる（3,000 語以下の短い文章では英文和

訳でも回答できてしまう）ので、頻繁に行うと（読みたくもない文章の読書を強要されるので）嫌

がられます。より短時間に流暢性（処理速度）を測定するために使ったのが、前述の Dictation試

験です。 

多読の読み方は、日常生活で英語を使わない日本の環境下でも、言わば「脳内」留学のように、頭

の中では英語を使う（読む、聴く）体験を、まとまった量で積むことができることが利点です。 

 

４．やさしい英文の必要性 

多読用読本の出版社の多くは、英国エジンバ

ラ大学多読プロジェクト（EPER）が欧州人向

けに設定した英文レベル（図 7実線）で図書

を推薦していましたが、このレベルは日本人

には不適切（レベルが高すぎる）で、多読の

開始を阻害していました（和訳になってしま

う）。例えば OBW1（Oxford Bookworms 

Stage 1）は、EPERでは TOEIC 250 点の学習

者（中学 3年生？）への推薦図書となります

が、YL2.0 の本書は、豊田高専の多読クラス

では、TOEIC 400〜550 点の学生でないと読

めません。400 点未満の学生では、英文を一

文ずつ和訳しないと意味を把握できず、読書

を楽しめないのです。 

不幸なことに EPERレベルは一文ずつ和訳して読むことのできるレベルと一致するため、（和訳せず

に読む 100 万語）多読が、（数万語の？）英文和訳と混同される一因になっていました。 

豊田高専では、真面目な学生が 100 万語以上読んでも英語力が伸び悩んだケースから、英文和訳の

弊害の深刻さに気づきました。無理して読んでいると（真面目な）学生には、よりやさしい英文レ

ベルを選ぶよう個別指導を強化するとともに、全体に推奨するレベルも下げる方向にシフトさせま

した。特に、低学年学生が読む YL0.7〜1.4 の読書冊数は増えてきています。また、100 万語通過時

の標準 YL も、2004 の当初は 3.0（PGR3 程度）を目安としていましたが、徐々に低下させ、2.5 以下

（CER2 程度）になっています。 
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図 7 TOEIC 得点と英文推奨レベル(YL) 

との関係づけの問題点 5） 
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５．英語多読の３ステップ 
以下では、豊田高専で多読初心者に行っている指導例を示します。 

１）絵本で多読 
高専生はもちろん、大人も絵本から多読を始めた方が効果的な場合が多いのが現状です。例えば、

「YL0.8の PER0（語彙 200 語レベル）の初見作品で、朗読音声(毎分 80〜100 語で 10 分)を（テキス

トを見ずに）一度だけ聴いて、おおよそ内容を把握できる。」 のであれば、次のステップの GRで

聴き読みから始めても大丈夫ですが、そうでない場合は、レベル 1〜2の GRから始めたのでは、な

かなか英文和訳モードから離れられず、たくさん読んでも効果を感じないと、苦しむことになる危

険性が高いです。 

そこで、初心者の多読は絵本から始めます。学習者は、数百冊のやさしい絵本を、次から次に（の

べ 10 万語、贅沢を言えば 15 万語程度まで）読み、訳さなくても内容を理解できることを実体験し

ます。絵本の多読では、さし絵をじっくり見て（ここが大切です）物語の内容を理解してから、テ

キストをスラっと読みます。訳さないように我慢し、未知語や表現は気にしません（英語の知識を

増やそうと欲がでると、日本語が消えない）。読書速度も気にせず、聴き読みもしなくてよいで

す。子供の頃に（日本語の）絵本を読んだときのように読むのが理想です。この段階で、（内容を

理解するには）和訳が不可欠との先入観を洗い流し、英文から直接内容を理解するスタイルに慣れ

ることが大切です（できそうだと感じることができれば OK）。700〜1,000 語の英文が、長いと感じ

なくなってきたら、次のステップに進みます。 

 

２）GR で聴き読み 
スターターレベルのGR（YL0.8〜1.0）で始めたいのが聴き読みです。「聴き読み」とは、

朗読音声を聴きながら多読をすることです（聴きながら読む）。朗読音声を途中でポーズすること

なく、最初から最後まで通して聴き、そのペースに合わせてテキストを読みます。朗読音声は、あ

くまでペースメーカーとして利用し、内容把握はテキストでします（音声から内容を把握しようと

しない）。最初は、単語レベルの発音がテキストと朗読音声でずれることが気になるかもしれませ

んが、気にしません。 

聴き読みに慣れてくると、朗読音声があった方が読みやすく感じられるようになります。ここで多

くの人におすすめしたいのが、例えば表１のGR, YL1.2〜1.6,2,000〜4,500語のテキストに絞り 

（英文レベルを上げずに）、朗読速度を段階的に上げていくことです。 

 

表１ 読書量15〜50万語での聴き読みに使える GRの例 

シリーズ（略号） YL 平均語数（語/冊） 

Cambridge English Readers, Starter (CER0) 1.0〜1.2 2,200 

Macmillan Readers Beginner (MMR2) 1.2 2,300 

Richmond Robin Readers, Level 1 (RRR1)* 1.4 4,000 

Cambridge English Readers Level 1 (CER1) 1.4 4,200 

Cengage Pageturners*4 Level 1〜３ (CPT1〜3) 1.2〜1.6 4,100 

＊販売中止で新規の入手は難しい 

 

ゆっくり朗読（毎分100〜120語：100〜120WPM）に慣れたら、GRの標準速度（130WPM前後）を経て、

会話の速度（150〜160WPM）までやってみます。このレベルで150〜160WPMの聴き読みを楽しめるよ
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うになると、レベル2のGR（例えば、OBW1）は、ラクに読めると感じるようになります。再生速度を

調整できる音楽プレイヤーを使って、朗読速度を調整するという手もあるでしょう。高専生がYL1.4 

(4,000語)の聴き読みを始めるのは、約30万語くらいです。 

 

（聴き読みの効能）最大の効能は和訳防止、戻り読み防止です。

朗読のペースに合わせて読むので、英文を単語レベルで日本語に翻訳する従来の英文和訳をしてい

る余裕がなくなり、早期に和訳から卒業しやすくなります。また、朗読はテキストの左から右にど

んどん進んで行きますので、文の構造を分析するために戻り読みすることもできません。永年英文

を和訳して読んできたため、気づかないうちに和訳をしている学習者には、聴き読みで和訳モード

から卒業してもらいましょう。和訳から卒業するためには、一定長さの英文で聴き読みする必要が

あります。最初は1,000語前後の短いテキストから始めますが、短いテキストの聴き読みに慣れたら

、2,000語、4,000語へと長くしていき、並行して、前述のように朗読速度も徐々に速くしていきま

す。その代わり英文のレベルは上げません。 

聴き読みの第二の効能は、英語のリズムに慣れることです。朗読をペースメーカーとして使ってい

るだけのつもりでも、長い時間英語の音声に触れているので、英語のリズムやイントネーション、

カタカナ英語との違いに、だんだんと慣れてきます。英語音声が、音楽や雑音に近い感覚から（意

味は分からないけれど）言葉であると認識できるようになり、「朗読を聴きながらの方が読みやす

」くなります。 

聴き読みを続けている

と、最初は朗読に追いていくのが大変だと感じていた人も、次第に慣れ、最終的には、朗読がない

と読みにくいと感じるまでになります。飛ばし読みに慣れすぎて、あらすじ以外の（少し）詳細な

内容の理解が低くなっている場合もあります。そのような場合には、聴き読みを止めて、（朗読な

しの）多読も再開するとよいと思います（聴き読みと、朗読なしの多読を取り混ぜてもよい）。例

えば、表1の作品で20万語くらいの聴き読みをし、CTP3（YL1.6,150WPM）の聴き読みがラクになっ

た人には、CPT4の聴き読みと並行して、OBW1の（朗読なしの）多読を進めてもらうのです。朗読

がなくても、和訳モードには戻らない（理解に手こずる場面では日本が出てくるかもしれないが、

全体を通してかなりの比率で、日本語フリーの読書になっている）はずです。	
 

３）YL3.0 の多読／YL1.0 の多聴／多話・多書も 
このようにして、累積読書量が 100 万語を超える頃には、レベル２の GRはリラックスして読め、60

分程度読み続けても疲れないようになってきます。レベル３の GRも、まだラクではないが読めるで

しょう。TOEIC でも測定できない領域を脱し、多読の入門期もクリアしたと言えるでしょう。その

後は、多様な学習スタイルを選択できると思いますが、例えば、 

・ 多話・他書を始める 

多読で和訳モードから卒業したときに、始めてみたいのはアウトプットです。豊田高専の（専攻科

の）授業では、課外に読んできた作品を紹介し質疑応答するブックトークなる試みを試してみまし

た。専攻科はクラスサイズが小さいので、45 分の授業時間内に全員が 1回 5分以上を配分できまし

た。オンライン英会話で、講師にブックトークを聞いてもらい質問してもらうという手もありま

す。 

・ YL1.0 の朗読音声で多聴を始める 

聴き読みではペースメーカーとして使った朗読音声でしたが、YL3.0 の GRで多読ができるようにな
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れば、（2レベル下げた）YL1.0 の GRの朗読音声を使った多聴も始めることができると思います。多

聴ではテキストは読まず朗読音声を一度だけ聴いて音から内容を理解します（さし絵は見てもよ

い）。やさしくて、ゆっくり朗読の作品でも、初聴で理解できるようになれば、最初の一歩になりま

す。慣れたら、すこしずつ長い作品に進めましょう。多聴では、朗読速度を早期に高める必要はあ

りません。ゆっくり朗読でも、物語の内容をしっかり把握できていれば大丈夫。ただ、多読と多聴

を比べると、内容理解は 2割程度落ちているのが普通なので、そこは気にしません。 

・ YL3.0 の多読を進める 

飽きていなければ、YL3.0 の GRを読み進めて大丈夫です。ただ、GRのテキストが単調で捻りがない

と不満に思い始めた人には、児童書の多読を勧めます。和訳モードから卒業できれていれば、Nate 

the Greatや Magic Tree House等の児童書（の未知語、表現）も気にならずに楽しめはずです。 

 

６．まとめ 

特に初級者の多読プログラムでは、英文の読書が苦痛でなくなる等、学習者の感覚は早期に変化し

ますが、TOEIC で顕著な得点上昇を示すには長期間の継続が必要です。短期間に得点上昇を目指し

てしまうと、過度な受験対策になったり、英文和訳に戻ってしまったり等、逆効果の危険性が高く

なります。単独プログラムでの継続が難しい場合は、他機関、地域との連携で、学習者が多読を継

続できるしくみ作りが大切かと考えます。 

初級者の多読プログラムでは、英文和訳からの卒業が重要な目標になります。英文がやさしけれ

ば、和訳しなくても理解できる、リラックスして読めるので 60 分以上読み続けても疲れないことを

実現したいものです。そのために、豊田高専の実践で効果があったと考えられるのが、レベル 1の

GRの聴き読みでした。３０万語程度読んで、4,000 語程度の GRで聴き読みができるようになった

ら、英文レベルを上げる前に、（英文レベルは上げずに）朗読速度を 150WPM程度まで上げたいもの

です。 

これら多読プログラムの指導には、学習者が読む本を自ら読み、好き嫌い等の感想を含めた情報も

交換できる程度の教材知識に加え、学習者がどのように変化していくかを、自らの学習体験として

持っていることも大切です。まだ、やさしい英文の多読を未経験の方がみえましたら、ぜひ自ら体

験していただきたいと思います。 
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